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京 大広報
(5）以上の改革は，原則として昭和45年度の新入生
から実施されるが， 2回生においても，新入生の
カリキユラムに準じた形式で・授業が行なわれる科
目については，適当な読みかえを準備する，（6）た
だし，法制上，基礎教育科目の単位が必修とされ
ている医学部進学課程に限り，学部と教養部が協
議の上，基礎教育科目を定める，といった改革が
行なわれることになった。
以上が，授業に関する改革の大要であるが，大
検委の答申など，教養課程そのものが大きな変革
を予想される現在，これらの授業計画は，現規定
の範囲内で，さしあたり緊急な是正を行なったも
のにすぎないともいえる。これは，大検委案をあ
まりに意識したり拘泥したりして拙速な改革を行
なうことが，かえって大検委案などの基本方針を
ゆがめ，断片的な利用におちいるのをおそれての
ことである。その意味で，上記の新年度授業計画
は決して抜本的な改革とはいえないが，少なくと
も従来の矛盾を多少とも是正し，学生の自主的な
勉学を援助する形をとったところは，一つの前進
といえるであろう。
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